
1 

 

 

 

西小倉地域小学校跡地利活用について 

 

 

１．跡地利活用の検討経過について 

 （仮称）西小倉地域小中一貫校の整備に関する事項については、令和４年１

月２６日に設置をした、外部委員会である西小倉地域小中一貫校整備検討委員

会（以下「整備検討委員会」）において検討を進めています。 

整備検討委員会は、小中一貫校の学校施設整備等に関することを協議する学

校部会と、地域のまちづくりを見据えた跡地活用等に関することを協議する地

域部会の二つの部会により構成しており、地域部会では、小中一貫校の開校に

伴って、廃校となる西小倉小学校、北小倉小学校及び南小倉小学校の跡地利活

用アイデアについて、下記の日程のとおり検討を進めてきました。 

 

 

＜地域部会開催日程＞ 

  日程 概要 

第１回 令和４年 １月２６日 スケジュール確認 

第２回 令和４年 ５月１１日 今後の学校跡地活用に関する意見交換 

第３回 令和４年１２月１９日 
西小倉地域の抱える課題について 

（ワークショップ形式） 

第４回 令和５年 ２月１４日 
課題解決に向けたアイデアについて 

（ワークショップ形式） 

第５回 令和５年 ５月２５日 
３小学校跡地の利活用アイデアについて 

（ワークショップ形式） 

第６回 令和５年 ７月２１日 検討結果の整理について 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月２８日 

総務常任委員会資料 

政策企画部政策戦略課 
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２．整備検討委員会検討結果について 

令和５年９月８日に開催した整備検討委員会において、地域部会より検討結

果の報告がありました。 

それを受けて、令和５年９月１５日に、整備検討委員会より宇治市へ「西小

倉地域小学校跡地利活用に関する検討結果について」（以下「整備検討委員会

検討結果」）が提出されました。 

 

 

３．今後の検討の方向性について 

整備検討委員会検討結果における小学校跡地ごとの利活用アイデアを参考

に、令和５年１２月を目途に、西小倉地域小学校跡地利活用に関する基本的な

方針を策定します。 

 

〇西小倉小学校跡地 

 

 多世代交流施設として検討を進めていきます。 

 子どもから高齢者まで、幅広い世代の方が目的に捉われず気軽に立ち寄れる

開かれた場、自然と人が集い交流が生まれるような施設として、西小倉地域にお

ける「みんなの居場所」を目指します。 

 

〇北小倉小学校跡地 

 

 スポーツ振興の場として検討を進めていきます。 

 スポーツ活動を通じて、市民の皆様の、心身の健康づくりと、人や地域とのつ

ながりの創出に寄与できる場、また、子ども達の放課後の遊び場となる、「スポ

ーツの場・遊びの場」を目指します。 

 

〇南小倉小学校跡地 

 

 住宅地を中心とした利活用がされるよう、民間事業者へ売却する方向で検討

を進めていきます。 

 小中一貫校の整備によって、子ども達の教育環境の更なる充実を図る西小倉

地域において、若者や子育て世代の転入・定住促進に繋がる「新たなくらしの場」

を目指します。 

 

 

 

検討の方向性 

検討の方向性 

検討の方向性 
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４．説明会の開催について 

 整備検討委員会検討結果及び今後の検討の方向性について、下記の日程で説

明会を実施します。 

 

 第１回  日時 １０月１８日（水） １９時より  

      場所 西小倉地域福祉センター ２階 地域交流室 

 

 第２回  日時 １０月２０日（金） １９時より  

      場所 西小倉地域福祉センター ２階 地域交流室 

 

【資料】 

 

○西小倉地域小学校跡地利活用に関する検討結果について     資料１ 

 

○西小倉地域小中一貫校整備検討委員会名簿           資料２ 



資料１

   西小倉地域小学校跡地利活用に関する

   検討結果について

西小倉地域小中一貫校整備検討委員会

令和５年９月１５日



１．検討の実施状況について
　　第３回地域部会から第５回地域部会にかけて、部会委員を二つのグループに分けて、ワークショップ

　形式にて、三小学校跡地の利活用についての検討を行った。

　＜各回のテーマ＞

　〇第３回地域部会（令和４年１２月１９日実施）　ー　西小倉地域の抱える課題について考える

　〇第４回地域部会（令和５年　２月１４日実施）　ー　課題解決に向けたアイデアを考える

　〇第５回地域部会（令和５年　５月２５日実施）　ー　三小学校跡地の利活用アイデアを考える

２．西小倉地域の抱える課題について
　　西小倉地域における現在の課題および将来的な課題の抽出を行った。

　（１）ひと

　・子どもや若者の減少 ・子育て世代の転出が多い

　・高齢者の増加（独居、認知症も増加） ・地域コミュニティの担い手の高齢化

　・地域のつながりの希薄化

　（２）くらし

　・活動場所、居場所、遊び場が少ない（子ども、高齢者、子育て世代などそれぞれの視点）

　・スポーツをできる場所が少ない（公園、広場）

　・音楽活動、芸術活動、創作活動などをする場所が少ない

　・イベントができる場所が少ない ・買い物をできる場所が少ない
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　（３）安全・安心

　・避難場所の確保が必要（子ども、高齢者の安全・安心）

　・危険な道（狭い道、暗い道、歩道のない道等）が多い

　・西消防署の老朽化

３．課題解決に向けたアイデアについて
　　第３回地域部会にて検討を行った西小倉地域が抱える課題のうち、小学校跡地の利活用の中で解決で

　きる課題、および解決のためのアイデアの検討を実施した。

〇多世代交流の場、憩いの場を整備する

　・乳幼児から高齢者までの居場所（集い、安心、ゆったりと過ごす）

　・子育てについての相談、交流などができる場所

　・高齢者から子どもへ昔遊びを教えるような、子どもと大人の交流の場

　・音楽、芸術、創作などの活動や、自習や生涯学習、社会教育などの学びを行える場所

　・活動や、学びを発表できる場所

　・マルシェや地域のお祭りなどのイベントができる場所

〇遊び場、広場、スポーツの場を整備

　・子どもが思いっきり遊べる場所

　・小さい子どもも安全に遊ぶことができる芝生広場

　・高齢者が運動できる場所

　・スポーツができる体育館、グラウンド、広場、公園施設

　・球技やグラウンドゴルフ、スケートボードなどもできる場所

　・みんなが自由に使えるバスケットゴールなどの運動器具の設置

〇はたらく場

　・民間企業にも跡地利活用に参入してもらって、雇用の機会を創出

　・チャレンジショップなどを整備して、起業の機会を創出

〇安全・安心

　・メインの使い方に併せて、避難場所としても使えるように利活用

　・子どもから高齢者までが安全に安心して避難できる場所として利活用

〇記憶・記録

　・三小学校の卒業記念品などを保管
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４．三小学校跡地の利活用アイデアについて

　（１）西小倉小学校跡地の利活用アイデア

　　　　乳幼児から高齢者まで「みんなの居場所」として利活用を行う。

　　　　〇集いの場・憩いの場

　　　　　・くつろげる空間（広いフロア、芝生広場） ・親子が楽しく過ごせる場

　　　　　・公共施設の複合化、多機能化 ・子ども食堂

　　　　〇交流の場・活動の場

　　　　　・多世代交流の場 ・マルシェなどのイベント

　　　　　・音楽、芸術、創作などの活動場所

　　　　　・オープンキッチン、シェアキッチン

　　　　〇はたらく場

　　　　　・配食サービス

　　　　〇その他のアイデア

　　　　　・避難場所として利活用

　　　　　・三小学校の卒業記念品などの保管場所

　　　　　・老朽化した西消防署の建て替え候補地

　（２）北小倉小学校跡地の利活用アイデア

　　　　「スポーツの場・遊びの場」として利活用を行う。

　　　　〇スポーツの場

　　　　　・グラウンド、体育館などを利活用し、スポーツのできる場

　　　　　・運動器具（バスケットゴール、テニスの壁打ち用施設等）

　　　　　・子ども、若者に人気のスポーツができる場（スケートボード・eスポーツなど）

　　　　　・高齢者に人気のスポーツができる場（グラウンドゴルフなど）

　　　　〇遊びの場

　　　　　・三小学校グラウンドに代わる子どもたちの遊びの場

　　　　　・アスレチックなどの遊具

　　　　〇イベント会場

　　　　　・野外ホール（音楽イベントなど）

　　　　〇その他のアイデア

　　　　　・避難場所として利活用

　　　　　・西宇治運動公園との連携

例えば

例えば
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　（３）南小倉小学校跡地の利活用アイデア

　　　　新たな小中一貫校の整備により、西小倉地域の魅力増進および転入者の増加が期待されるため、

　　　「新たなくらしの場」として利活用を行い、地域の子どもや若者、子育て世代の増加を図る。

　　　　〇民間事業者へ売却をして学校跡地を住宅地へ

　　　　　・住宅地の開発をすることができる民間事業者へ敷地を売却

　　　　　・売却収益は他の小学校跡地の利活用資金に用いる

　　　　〇既存のくらしを損なわず、新たな住宅地を

　　　　　・住宅地の整備手法について売却条件の設定を行う

　　　　　・高層マンション建設を禁止し、周辺の日当たりを守るなど、既存のくらしも守る

５．まとめ
　　現在、西小倉地域では、少子高齢化の進行と、地域のつながりの希薄化が進んでおり、子どもの遊び

　場や子育て世代の居場所をつくり、西小倉地域を子育てのしやすい場所とするとともに、すべての世代

　の集いの場や交流の場、活動の場やスポーツの場などをつくることで、地域のつながりの強化と、地域

　の中で生きがいづくりや健康づくりができる環境を整えていってほしい。

　　西小倉小学校敷地は、西小倉地域の中心にあり、誰もが使いやすい場所にあるため、乳幼児から高齢

　者までの「みんなの居場所」となるような公共施設として利活用を行い、集いの場、憩いの場、交流の

　 　場として地域のつながりを作る場とするとともに、活動の場やはたらく場として生きがいづくりを行え

　る場としても機能するようにしてほしい。

　　北小倉小学校敷地は、「スポーツの場・遊びの場」となるような公共施設として利活用を行い、子ど

　もから高齢者までの健康づくりを支えるとともに、子ども達が元気いっぱい遊べる場としても機能する

　ようにしてほしい。

　　また、二つの敷地の利活用にあたっては、避難場所とするなど、地域の安全安心なくらしを支える場

　としても機能するようにしてほしい。

　　南小倉小学校敷地は、住宅地に隣接する場所にあり、地域に子どもや若者、子育て世代を増やすため

　には、「新たなくらしの場」が必要になるため、民間事業者に売却をして住宅地として利活用を行って

　ほしい。その際には、既存の街並みやくらしが損なわれないような住宅地となるようにしてほしい。ま

　た、売却をした利益を用いて、地域のまちづくりや教育活動を進めていってほしい。

　　以上のように、これまで西小倉地域の学びや交流を担ってきてくれた三つの小学校の跡地においては、

　将来に渡って西小倉地域が多世代で賑わう、明るく楽しい地域となるような利活用を望む。

例えば
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区分 委員
いいん

氏名
しめい

所属・役職等

 山花
やまはな

　啓伸
ひろのぶ

 元小学校長

 西川
にしかわ

　千香子
ち か こ

 宇治市小中一貫教育推進協議会

 門脇
かどわき

　洋子
よ う こ

 西小倉小学校　学校運営協議会

 白藤
しらとう

　友子
と も こ

 北小倉小学校　学校運営協議会

 荻
おぎ

　宏美
ひ ろ み

 南小倉小学校　学校運営協議会

 栗下
くりした

　加代子
か よ こ

 西小倉中学校　学校運営協議会

 堀井
ほ り い

　聡
さとし

 西小倉小学校　校長

 市橋
いちはし

　公也
き ん や

 北小倉小学校　校長

 手塚
て づ か

　ゆかり  南小倉小学校　校長

 上田
う え だ

　智子
と も こ

 西小倉中学校　校長

 中山　牧子
な か や ま まき こ

 西小倉小学校　ＰＴＡ

 戎谷
えびすだに

　裕子
ゆ う こ

 北小倉小学校　ＰＴＡ

 貝
かい

村
むら

　愛
めぐみ

 南小倉小学校　ＰＴＡ

 大西
おおにし

　育世
い く よ

 西小倉中学校　ＰＴＡ

 馬渕
ま ぶ ち

　伸一
しんいち

 西小倉地区コミュニティ推進協議会　会長

 黒田
く ろ だ

　忠雄
た だ お

 西小倉地区コミュニティ推進協議会　副会長

 山田
や ま だ

　達郎
たつろう

 西小倉自治連合会　会長

（敬称略）

区分 委員
いいん

氏名
しめい

所属・役職等

 山花
やまはな

　啓伸
ひろのぶ

 元小学校長

 三宅
み や け

　康一
こういち

 西小倉地区コミュニティ推進協議会　副会長

 岩井
い わ い

　浩
ひろし

 西小倉自治連合会　前会長

 泉
いずみ

　敏子
と し こ

 西小倉自治連合会　副会長

 齊藤　常雄
さ い と う つね お

 西小倉小学区体育振興会　会長

 木下　喜彦
きのした よしひこ

 北小倉小体育振興会　会長

 村瀬　豊穂
む ら せ と よ ほ

 南小倉小学区体育振興会　会長

 日野
ひ の

　真代
ま さ よ

 ＮＰＯ法人まちづくりねっと・うじ　代表理事

 髙
たか

田
た

　悦子
え つ こ

 ＮＰＯ法人働きたいおんなたちのネットワーク　理事長

 山本
やまもと

　直彦
なおひこ

 奈良女子大学　生活環境学部　住環境学科　准教授

（敬称略）

　西小倉地域小中一貫校整備検討委員会名簿　　　

地域部会

学校部会

資料２


